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今日は新年度のスタート例会です。 
会長方針、予算、プログラムの発

表、クラブ戦略目標改正、細則等改

正の審議がありますので、会長とし

ての書簡はその部分で述べさせていただきます。 
会員の皆さんのご協力で円滑なクラブ運営を行

いたいと思います。よろしくお願いします。 
 
 

開会点鐘  山口憲生 会長 
国歌斉唱  “君が代” 
R ソング  “奉仕の理想” 
斉唱    「四つのテスト」 
 
 
 本日は、いらっしゃいません。 
 
 

藤田 博さん（ 6 日） 
額賀儀秀さん（27 日） 

 
 
 
 
 
【クラブ貢献者】（敬称略） 

○ 鈴木 稔 
（第 1 分区 

ガバナー補佐） 
 

 
 
 
 
○ 菅原光雄 

（地区インター 
アクト委員長） 

 
 
 
 
○ 太田秀夫       

（米山奨学生 
カウンセラー） 

 
 
 
【年間出席率 100％達成者】（敬称略） 

 古川英希、塙  宏之、平元淳治、小泉浩一、  
三田寺清、太田秀夫、佐藤邦裕、佐藤泰子、

菅原光雄、 鋤柄純忠、鈴木 稔、 鈴木崇久、

照沼明美、 山口憲生、吉成公一 
 

 
2022年5月12日例会  
結婚祝いメッセージ 

  照沼明美さん 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際ロータリー   第２８２０地区（茨城）   第１分区   日立港ロータリークラブ週報 

■ 事務局  日立市大みか町 2-28-5 渚会館  TEL 0294-53-6411 

■ 例会日  毎週木曜日  12:30～13:30 

■ 例会場  美かの    日立市大みか町 6-14-12 

今月は新年度のスタートの月です 

例会報告 

今月の誕生日祝い    今野紀仁 親睦活動委員長 

前年度クラブ貢献者表彰    山口憲生 会長 

本日のビジター紹介  今野紀仁 親睦活動委員長 

2022－23年度ＲＩ会長 ジェニファー・ジョーンズ（カナダ：ウインザー・ローズランドＲＣ）第２８２０地区ガバナー大野邦夫 （つくば学園RC） 

 

 

にこにこボックス 2021-22 年度最優秀賞         

5 月 11 日、26 年目の結婚記念日で八郷町の

フラワーパークできれいなお花を見て来まし

た。家に帰ると、またステキなお花が届いてい

ました。この花を見て息子が「結婚っていいな」

と思ってくれたらうれしいです。 

会長 山口憲生  会長ｴﾚｸﾄ 鈴木崇久  幹事 佐藤泰子 

会長挨拶       山口憲生 会長 

2022.7.7 

第 2018 回例会 
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本日の食事メニュー：弁当 
 
【ご芳志を戴いた方からのコメント】 

●額賀儀秀さん…今月で 65 歳になります。 
いよいよ前期高齢者です 

 
 

 
 
   
【受信書簡・メール】 
・大野ガバナー新年度のご挨拶 

・7 月ロータリーレート 1 ドル= 136 円 

・第 25 回インターアクトクラブ年次大会開催ご案内 

・第 1 回地区職業奉仕セミナーのご案内 

・東海那珂RC 事務局変更のご案内 

・ロータリークラブ・セントラル「年度目標入力」依頼 

・米山奨学生「出国中の近況報告」提出方法の変更 

・ガバナー月信送付のご案内（第 2 号からホームペ

ージから閲覧） 

・2021-2022 年度奉仕事業アンケート調査集計案内 

・環境保全フォトコンテスト事業概要書について 

・地区大会ダイジェクト版のホームページ掲載について 

・ザ・ロータリアン 7 月号 

・日立港まつり趣意書 

・日立埠頭㈱役員就任のご挨拶 

・国際交流ボランティアネットワークさくら「講演

会」開催のご案内 

・みなみひまわり通信 7 月号 

・太陽の子 夏の号 

・みなみひまわり通信 9 月号 

 

氏   名   宮田秀昇（みやた ひでのぶ）  

職業分類  情報サービス 

勤  務  先  アイ・イー・シー(株) 

役    職   代表取締役会長 

自    宅   日立市 

皆さん、こんにちは。アイ・イー・シー㈱の宮

田でございます。この度、前会員の塙さんから引

き継いでロータリー会員を私が担当させていただ

きことになりました。ご紹介ありましたように 62
歳、先輩方がたくさん居られますのでロータリー

の運営も含め、人

生のご指導もいた

だければと思って

います。塙さん同

様、ご支援のほど

よろしくお願いい

たします。 
塙さん退会挨拶 

私は 9 月で 65 歳になりますので会社の規定で

退会となります。とても残念ですが代わりのもの

に譲って活動させていただきたいと思います。 
私は 2017 年に大みか事業所の小林毅さんから

ご推薦、鈴木道明さんからご指導をいただき入会

いたしました。ロータリーで活動した 5 年間のう

ち前半は活動できましたが、後半はコロナ禍で活

動することができず、残念ながら皆さんと懇親を

深めることができなくなってしまいました。お役

に立つ事ができなかったと感じています。そのよ

うな中、ロータリアンとして活動に参加し色々な

ことを学ばせていただきました。また、日立港RC
の素晴らしいメンバーの方々とご縁ができました

ことを感謝しております。結びとなりますが日立

港 RC と皆様のますますのご健勝とご発展を祈念

しまして挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      宮田秀昇会員入会式 

【第 1 回理事会報告】   
【議題】 
1.6 月度出席率 100% 

2. 理事・役員及び委員会構成（案）         

会員数 出席数 出席率 

35 24 72.73% 
出席免除者数 前回訂正 合計出席率 
4（本日出席2名） 9 100.0% 

出席報告           山口彰二 SAA 

にこにこ BOX 報告      山口彰二 SAA 

幹事報告           佐藤泰子 幹事 

目標 1,266,000 円 

本日のご芳志 2,000 円 

  トータル    9,000 円 

新入会員入会式 
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3. 会長方針・クラブ戦略目標改訂（案）            

4. 細則改正、臨時会費等規定改定の件       

5. 本年度予算（案）                 

6. 本年度プログラム（案）             

7. 第 25 回インターアクト年次大会準備の件  

【審議結果】 
1.承認 

会員数（免除除く） 

6/2  35名、出席25名 M14名、 出席率100.0％ 

6/9  35名、出席25名 M 14名、 出席率100.0％ 

6/16  35名、出席24 名 M11名、 出席率100.0％ 

6/23  36名、出席25 名 M11名、 出席率100.0％ 

2 ― 3 承認  

4. 承認 細則改正、臨時会費等規定改定の件       

細則改正の概要 

1.情報広報委員会の役割に「公共イメージの向上」

の文言追加。 

2.細則の改定案のメールのよる事前通知を容認。 

3.守秘義務を守っての会費一部免除。 

4.休会制度導入 

a．会員本人が個別に負担すべき部分の会費を負担す

る者 

b．完全に休会し後日復帰する者 

5.例外規定（3. 4.）の濫用防止 

6.出席規定の維持（RIへの出席報告は廃止されたが。） 

5 ― 6 承認 

7. 承認  太田委員長 

第 1 分区内クラブと茨城県北 RAC に参加を招

請する。会場内でウクライナ留学生の支援募金活

動をする。集まったお金を誰に渡すかを決める。

反省会を実施するかどうかを決める。 

第 1 回分区会長幹事打合せ議事録からの連絡 

●海岸清掃美化プロジェクト 

今年度は地区全体での実施は行わないが、第 1

分区は全体でまとまって同一海岸で実施する。 

実施予定日 9 月 18 日（日） 

実施場所  久慈浜海岸 

●茨城県北ロータリーアクトクラブについて 

 活動費として、各クラブから会員数×2000 円

の支援を続ける。 

●第 1 分区親睦ゴルフ大会 

 11 月 16 日（土）から、10 月 1 日（土）に変更   

日立ゴルフクラブ 

 

 
 

 
国際ロータリーは創立 115 年、そ

の間幾多の社会変化に対応しつつ発

展してきましたが、現在もその真っ

只中のようです。新型コロナ感染症

の世界的蔓延とその対策規制、ロシアのウクライ

ナ侵攻への国際的騒擾と各国対応状況などです。

国際ロータリーも規定審議会が新たに中核的価値

観、つまり多様性、公平さ、インクルージョン（ま

とめて略称DEI で表現）を活動の基盤にすること、

社会奉仕部門に、「地域社会の積極的平和を目指す

こと」を規定に盛り込むこととなりました。 
2022-23RI 会長 ジェニファー・ジョーンズは

年度テーマに「イマジン ロータリー」を掲げま

した。私たち自身が、その各々の活動が目指す世

界を想像しながら52万5600分のスタートを切ろ

うと訴えました。 
また、国際ロータリー第 2820 地区 2022-23 年

度大野治夫ガバナーは地区スローガンに「enjoy 
life～人生を楽しむ」、地区目標「一人一人が想像

力を持って奉仕する」を掲げ具体的には概略、①

地区としてのクラブサポート強化②奉仕活動の質

を高める施策③ロータリーの公共イメージ向上策

④クラブ活動でのロータリー財団の活用や財団事

業支援⑤米山記念奨学会支援⑥環境保全推進（ロ

ータリーデイ一斉海岸清掃継続など）⑦国際大会

参加、を示し、地区の戦略計画を発表（PETS 資

料）しています。 
また第 1 分区笹島弥一ガバナー補佐は就任抱負

として「Smile」を述べられました。 
私は、これらすべてにロータリー活動に通底す

るものを感じます。 
そこで私もこれらに倣って今年度会長方針にテ

ーマとして「Sympathy 同感・共感」を掲げた

いと思います。具体的にはすでにクラブで決定し

ている「クラブ戦略計画目標」（期間 2021.7～
2024.6）を見直しの上実行していきたいと思いま

す。言わずもがなながら、各活動について私の希

望を述べますと、 
① 会員増強は会員同士のチームワークで、個 

別具体的に対応して増強のみならず退会防止 
に力を注ぎたいと思います。そのためには会

本日のプログラム  第 1 回クラブ協議会  

本年度会長方針発表      山口憲生会長 

『2022-23 年度クラブ会長方針ほか』 
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員から、会費や出席の規定の変更提案をいた

だき柔軟な対応が必要と思います。 
① ロータリー情報としては最近のRIの動きや、

ロータリーの価値観の変遷実情（DEI～多

様さ、公平さ、インクルーシブジョン、な

ど）を学び、会員共通の思いとしていきた

いと思います。共感性が深ければ深いほど

会員の絆が強まり例会出席率向上、活発な

親睦活動、行事への積極的関与につながり

ます。そのためにはこれまで以上に会報の

存在意義が強調されると思います。 
また公共イメージの向上策アイデアを出し

ていきたいと思います。 
② 例会プログラムも、DEI の価値観にかかわ

るテーマを取り入れ、そこに Sympathy を

感じていければと思います。 
③ 各奉仕活動では、ロータリーの基本は職業

を通して、ということは変わらないもので

す。多様性などもロータリーばかりでなく

職業においても、中核的価値観といえます。

単なる物見遊山ではないこれまでの見学会

は秀逸です。続けましょう。 
④ 社会奉仕や青少年奉仕は、コロナ対策で停

滞しましたので、まずは見直し復活です。 
また新たなニーズ発掘と企画をお願いした

いです。 
⑤ 青少年奉仕関係では、インターアクト年次

大会は今年茨城キリスト教学園インターア

クトクラブがホストで、スポンサークラブ

として支援しますし、茨城県北ローターア

クトは輪番制で当クラブが今年の世話クラ

ブです。ローターアクトクラブは、ロータ

リークラブと同等の取り扱い（権利を持つ

こと）となるとはいえ、現状をよく聞いて

まずは会員増強、活動の活発化（ロータリ

ークラブと積極的コラボも）など支援して

いきましょう。 
⑥ 国際奉仕としては、以前は茨城キリスト教

大学との案件があったのですが、最近はそ

うした活動が途絶えているように感じます。

今年度は新規企画のきっかけ（例 ウクラ

イナからの留学生支援）をつかめればと思

います。 
⑦ ロータリー財団、米山記念奨学会は何とか 

寄付目標は達成しましょう。また奨学生との交流

を頻繁にし、財団活用について会員への PR もお

願いしたいです。 
 以上、今年度をスタートするにあたって感じて

いることを述べましたが、もとより各委員会の活

動は自主企画、自主運営（ただし実行は会員全員

が協力）が基本です。小生の意見に拘泥されるこ

となく活発な企画・実行をお願いします。 
何にせよ、活動の相手方にいる人々と我々会員、

そして会員同士も、「Sympathy～同感・共感」し

あえる関係でありつつ、こころ豊かなロータリア

ン生活を、と念ずる次第です。 
（注）クラブ活動として基本とすべき地区ガバナー

目標は、大野ガバナーメッセージを参照ください。 
クラブ戦略計画目標 

2022年7月1日見直し改正 
クラブの発展的安定を図るために、この「クラブ

戦略計画目標」を掲げ、クラブ会員全員が一致団結

して、取り組んでいくものとする。 
1. クラブビジョン 
日立港ロータリークラブの最大の特徴は、青少年奉

仕活動にあり、茨城キリスト教学園高等学校の「イ

ンターアクトクラブ」そして地域社会の大学生社会

人からなる「ローターアクトクラブ」との交流、支

援を通して地域の、そして日本の、ひいては世界に

次世代を担う青少年の育成をクラブ命題とする。 
またロータリーの中核的価値観、多様性、公平さ、

インクルージョンを深く理解してすべての奉仕活

動分野に取り組む。 
2. 中期戦略計画期間 
2021年7月1日～2024年6月30日〔3ケ年計画〕 
3. 戦略計画優先項目 
（１） クラブ組織の強化と安定 
① 会員間の親睦と相互理解を深める。例会にて

「私とロータリー」と題して、各会員の自己紹介と

経歴等を発表してもらい、各会員の「人となり」を

知ってもらう試みを継続する。 
②会員家族参加型の、旅行、イベント例会、その他

の企画を立案実施する。（日帰り旅行、クリスマス

例会、花火鑑賞会、観桜会） 
③ゴルフなど会員共通の趣味特技を生かし多くの

会員が参加できるような親睦イベントを企画、立案

する。 
（２）会員増強に関して 
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① 各年度純増を目指し、脱会防止に努める。また

女性会員と若い会員の積極的増強を心がける。 
② 会員増強委員会は全員参加の委員会であり、会

員候補へのコンタクトは正攻法で、「ロータリーク

ラブの意義、意味、楽しさ」を、時間をかけて説明

する。会員増強委員会は、できれば「3年委員会」

が望ましい。 
③ 3名の女性会員を軸にして、地域の女性会員候

補を発掘する。また、地区で活躍している女性会員

の講話や体験談を聴講する機会を設ける。 
（３）青少年奉仕委員会の充実と地域の青少年への

支援 
① 地域の規範となるような委員会の充実を「茨城

キリスト教学園インターアクトクラブ」と「茨城県

北ローターアクトクラブ」、の支援と交流を通して

図っていく。地域の、更には地域のインターアクト

とローターアクトの合同奉仕活動やイベントを立

案、企画実施。 
② 中学女子バスケットボール大会及び中学野球

大会は、新型コロナウイルス感染終息を見据え、か

つ学校事情を考慮し相談の上検討実施する。 
③ インターアクト部員の内部進学者（茨城キリス

ト教大学）や、茨城大学などへの地域に残る大学生

のローターアクトへの移行を積極的に働きかける。 
④ 昨年度インターシティミーティングのホスト

クラブ更には創立45周年記念行事を会員全員で無

事実行した経験や人脈を今後に生かす。 
（４）追記事項 
この戦略計画は3か年計画ではあるが、毎年の年初

の「クラブ協議会」において修正、見直しを図る。

また、戦略計画のためのプロジェクトチームの編成

は当年度の会長、幹事を中心に、その前年度と次年

度の会長、幹事を核に組織するものとする。 
クラブ規定改定 
当クラブ細則、第 11 条 改正 の規定により、

改正案を審議する例会を 7 月 7 日の例会とし、そ

の 21 日前の 6 月 16 日に各会員に通知しました。 
ついては本日の理事会の承認を経て、例会に提

案了承されました。なお会費の減額については、

すでに新型コロナ感染対策の制限下の状況を踏ま

え、6 月 23 日の新旧理事会の承認にて 30,000 円/
半期の減額を決定しています。ただし中間決算時

にてこれを見直すことも併せて決定しています。 
細則改正の概要 

1.情報広報委員会の役割に「公共イメージの向上」

の文言追加。 
2.細則の改定案のメールのよる事前通知を容認。 
3.守秘義務を守っての会費一部免除。 
4.休会制度導入 

a．会員本人が個別に負担すべき部分の会費を負 
担する者 

 b．完全に休会し後日復帰する者 
5.例外規定（3. 4.）の濫用防止 
6.出席規定の維持（RI への出席報告は廃止された

が。） 
臨時会費等規定の改定 
1.周年事業積立金の条件付き会費繰入れ（次回事業

見込金超過の場合） 
なお、22-23年度の同積立金は10,000円とする

旨理事会に提案。 
2.ロータリー財団寄付額変更（財団150㌦、ポリオ

30 ㌦） 
本年度収支予算説明 
（1）年会費について 

当年度費について、2022 年 6 月 23 日新旧理

事会において、下記の通り審議決定したので、

同年 7 月 7 日例会にて承認を得て予算化した。 
クラブ細則第6条第2節に規定する会費は年

額190,000円と定めているが、2021-22年度はコ

ロナウイルス感染予防対策による活動事業の

取りやめで運用資金が引き続き減少したため、

2021-22年度同様、年間60,000円を、つまり7
月及び1月各請求分から各々30,000円を減額す

る。よって、正会員の7月請求会費の100,000円
を70,000円とし、1月請求会費の90,000円を

60,000円とし、また、クラブ細則第6条第3節に

規定するパスト・サービス会費年額140,000円
も正会員と同様に、2022-23年度に限り年間

60,000円を減額する。つまり7月及び1月の請求

会費の各70,000円を各々40,000円とする。但し、

1月の会費減額については、12月の年次総会で

行われる事業収支中間報告の財務状況により、

減額の見直しを検討することもある。 
（2）周年積立金、R財団寄付金について 

2022年7月7日開催の理事会、例会にて承認され

た臨時会費等規定改正に基づき、周年積立金

20,000円を10,000円とし、R財団寄付金を個人寄

付150㌦、ポリオプラス30㌦として予算化した。 
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（1）卓話は会員卓話を基本に考えて

います、一昨年よりRI の重点目標に

「環境」が追加されました、これに

ついては引き続き取り上げていきた

いと思います。 
RI 会長の方針「Imagine 」大野地区ガバナー

方針の enjoy life～人生を楽しむ～ 
当クラブ会長の「Sympathy 同感・共感」の方

針を実現できるプログラムを目指します。 
今年度の例会外部卓話のテーマを「Sympathy

同感・共感」としたいと思います。この外部卓話

を数回予定しています。 
(2) 会員卓話は企業の情報や職業観、個人の趣味、

人生観など自由なテーマでお話しいだき会員を知

り理解するとともにお互いに信頼し合える雰囲気

を醸成していきます。 
(3)「私と RC」は会員の理解，絆に繋がる手段と

して定着しています。本年度も継続します。しか

し、硬い自己紹介が目立っています。近況報告や

趣味など身近に感じたことを気楽に話していただ

きたいと思います。 
4) 会員卓話・「私とRC」担当者が都合の悪くなっ

た場合は、後の方と調整するか、プログラム委員

会に相談願います。年間の例会回数は 44 回です。 
 

今週の会場の花     

¨  黄色のカラー¨ 

   花言葉：壮大な美 

 
閉会点鐘   山口憲生 会長  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★  行事の申込受付案内 ★★  

◆休日親睦ゴルフコンペ 

7 月 18 日（祝月）グランドスラム CC 

◆花火鑑賞例会（家族懇親会） 

 7 月 24 日（日）久慈サンピア日立 2階 

◆大野邦夫ガバナー公式訪問 

 8 月 4日（木）美かの 12:30～ 

◆第 25 回インターアクト年次大会 

 8 月 21 日（日）茨城キリスト教学園 

出欠確認中。例会場又は事務局まで 

今後のスケジュールのご案内 

その他のお知らせ・連絡事項 

編集後記 
日立港ロータリークラブの新年度が始まり

ました。山口憲生会長、佐藤泰子幹事を中心

に一致団結して様々な活動に取り組んで参

りましょう。私たち会報・雑誌委員会メンバ

ーとしてはそれらの活動をきちんと記録し、

この会報を通じて皆様と情報共有すること

でクラブの活性化に貢献できる様努力して

参ります。また、今年度は地区スローガン

「enjoy life ～人生を楽しむ～」にちなんで、

“My enjoy life”の記事を、一年を通じて募集

します。会員の皆さんが日頃楽しんでおられ

る趣味や旅行、ご家族の紹介や感想を気軽に

会報に投稿頂くことで、会員間で enjoy を分

け合いたいと思います。皆さんの投稿をお待

ちしています。そして今年度も私たちが持ち

回りで編集後記を担当します。一年間宜しく

お願いします。（か） 

 

7 月 21 日（木） 12：30～ 美かの 

「 第 3 回クラブ協議会 委員会事業計画発表2」 

7 月 24 日（木） 久慈サンピア日立 

「花火鑑賞例会（家族親睦会）」 

7 月 28 日（木） 12：30～ 美かの 

「 第 4 回クラブ協議会 公式訪問に備えて」」 

8 月 4 日（木） 12：30～ 美かの 

「 第 5 回クラブ協議会 大野ガバナー公式訪問」 

8 月 11 日（祝木） 休会 （山の日） 

8 月 18 日（木） 12：30～ 美かの 

「 外部卓話 鈴木茂美氏 （日立 RC） 」 

8 月 21 日（日）  茨城キリスト教学園 

「 第 25 回インターアクトクラブ年次大会 」 

8 月 26 日（木） 休会 （7/24（日）に振替） 

 

本年度プログラム説明    鋤柄純忠委員長  


